人形 を だく 婦人の 話 高木 貴 与 子 (卅四 

歳) 

女 礼 チャン (六 ッ) の 事で ございま すか、 動機と 

申しましても、 さあ 他人 はよ く 最愛の 子供 を 亡くし 

たと か、 失恋して 愛情の 倚り どころ を 人形に 托した 

と 御 想像になります が、 これと いって 特別な 訳が あ 

るので は ございません。 丁度 終戦 直後、 人形 界の権 

威と いわれる 有 坂 東太郎 先生に ついて 人形つ くリを 

始めてから 半年 程して お嬢さん を 亡くした 知り合の 

方が、 廿年 前から あった この 女 礼 を 下さった のです。 



く、 文学 少女で 小説 を 書きたくて 或 先生に ついたり、 

終戦 前 雑誌 社に お勤めし ていた 事 もあります。 

お 人形です から、 表情が 動く 訳ではありません が、 

喜び や 悲しみが 見える ようで、 寒くなる と 風邪をひ 

いたん じ やない かしらと 思い、 お 留守番 をさせる と、 

"連れてって， と 泣き出す 顔が 浮んで 来て、 大粒の 涙 

が ポロく こぼれた りします。 お八 ッを 買って 慌 

て、 帰って来 ますが、 三度々々 の 食事 も、 お 風呂 も、 

ぉシ マツ も 人並です の。 勿論 食物が 喉へ 通る 訳で は 

ありま せんから 香り を 食べさせて、 あと 私が いたく 

やす 

きます。 夜 寝む 時はガ ー ゼを 目にあて て、 少しで も 



云って しまえば、 まったく その 通りであろう。 そして 

ツマ ラナ ィ ことで はない、 という 反証 を あげる 方が ム 

リ であろう。 母の 写真の 前に はいつ も 何 かしら 花 を 花 

ビンに いれて ある。 その 花 ビンが あるた めに 私の ヒキ 

ダシを あける ことができなくて、 私 は 一 々それ を 動か 

してから ヒキ ダシを あけたてし なければ ならない。 ま 

ァ、 めったに その ヒキ ダシに 用がない からい いが、 し 

かし それでも、 そのたび に、 どうも ウル サイ 花 ビン だ 

なと 舌打ちす る。 

しかし、 私の 女房が ほんとうに その 気持で 母の 写真 

に 食べ 物 や 花 を 供え る y J と を 喜ん でい る 心 や 習 匱 が あ 



そんな ツマ ランこと、 おやめな さいと 言う 理由 は 毛頭 

ないで あろう。 しかし 他人 も それに 対して いろいろ 興 

味 を も つたり 批評したり キチ ガイ じ やない かな ど、 

言ったり する の も、 これ も 仕方がない でしよう。 そう 

いう 興味 や 噂の 対象になる だけの 常規を 逸した ものが 

たしかに あるの だから。 人が とやかく 云う もよ し、 御 

当人 は 御 当人で、 人の こと は 気に かけず、 自分の 生活 

に 没入 さるべき 性質の もので、 どっちに しても 御 愛嬌 

という もの、 一向に 害になる ものではないでしょう ね _ 

しかし、 不自然で は ある。 イワシの 頭 も 信心、 アバ 

タも エクボ、 なぞと 云うよう に、 本人の 好き好きで、 



ら。 

ところが、 この 婦人 も、 ママ ゴト にすぎないで すね _ 

それ以上の もの は 何もないです。 人形と この 婦人の 結 

びつ き や 生活ぶ り は、 ただ子 供の マ マ ゴトと 同じ こと 

で、 それ 以上に 深い ツナ ガリ は 何ーッ 見られません。 

子供の ママ ゴト は、 まだ 見て いても 気楽で 救いが あ 

るな ァ。 人形に たべさせる 御馳走 だって、 ママ ゴト遊 

びの ォモ チヤの マナ イタの 上で こしらえ たもので 人間 

の 食べられない 物 か、 食べる ことができる にしても 好 

んで 食べたい ような もので はない。 オフ 口に 入れる に 

しても 形ば かりで、 本当に 湯 を 入れて やる わけで はな 



形の 魂と 自分の 魂と で 話し合って いるよう な 生活が。 

大人が 本当に 人形 を 愛した という 場合 はそう いう 魂の 

問題です が、 この 人の 場合 は、 完全に 子供の ママ ゴト 

で、 それ以上の 何物で もないで しょうな。 

まァ、 しかし、 一生涯、 ママ ゴト をして 終る という 

の も 結構でしょう。 

芸者に なった 人妻の 話 河口 耕 三 (卅八 

歳) 

「妻が 夫に 無断で 夫の 許 を 離れ 芸者に なった の は、 



しかし、 非常に 親切な 調停 機関が あっても、 この 人 

の 場合 は、 うまく 両者が 納得で きて、 各々 幸福 だとい 

うような 解決 をつ けて あげられ るか、 どうか、 疑問 だ 

と 思います。 

まず この 事件の 原因 は 夫が 失職して 妻が 働いた のが 

失敗の 元です な。 この 夫 は 手記の 中で (第一 の 投書) 

外地の 生活 は 地位の 低い 方で もなかった というよ うな 

こと を 仰 有る が、 その 同じような 地位で 内地の 就職が 

できない、 そして 失職して ると いうよう な 気持が ある 

のでしたら、 それが 根本的に マチ ガイでした でしよう。 

夫が 失職して 妻が 派出婦になる。 派出婦と いう もの は、 



です が 女房 をそう いう 最低 以下の 地位に 落して 稼がせ 

るぐ らいなら、 男の 職業がない 害はありません よ。 女 

房に そういう 仕事 を させても、 自分の 方 は 多少と も 社 

会 的 地位の ある 職業で なければ ならん という 考えが、 

かかる 悲劇 や 家庭 破滅の 最大の 原因 をな してお ります。 

女房に 地位の 低い 仕事 を させて (奥さんの 仕事の 地位 

が 低い というの は 私の 考えではなくて 実は あなたの 考 

えなの だが、 そのこと も あなた はお 気づきに な つ てお 

らんだろ うな ァ) 自分 は 多少で も 地位 や 身分の ある 仕 

事 を さがして、 そのために 自分の 方に は 勤め口が 見当 

らん。 そして 奥さんの 稼ぎで 自分の 生活 も おぎなって 



で、 一 家 心中 ムリ 心中な どと 云うよう では、 全然 ダメ 

だな ァ。 女房 を 派出婦に する 代りに 自分の 方が どんな 

賤 業に ついても 一 家 を 支え 亭主関白の 貫禄 を 支える ベ 

きであった。 ァァ、 我 アヤ マ テリ、 と 思いなさい。 日 

本の 夫婦 は 男女同権ではありません とも。 憲法 や 法律 

はどうあろう とも、 生活の 実情に 於て 亭主関白、 飼主 

の 特殊な 論理 や 倫理 は 亭主 側に あって、 それで 威張つ 

ている の だから、 飼い 女房 を 働きに だして 逃げられた 

ら、 それ は 自分の 力で 生計 を 維持して 飼主の 実力 を 維 

持で きなかった 自分の 責任で あるから、 ァァ、 我 アヤ 

マ テリ、 罪 は 男の子た る 自分に のみ ありと 認めなさい _ 
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